
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和３年度学校評価 計画

中間評価 ５ 最終評価
（１）共通評価項目

評価項目 取組内容

成果指標

（数値目標）

進捗度

（評価）

進捗状況と見通し

達成度

（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイ

プランの成果指標を達成した教師９０％

以上

・マイプランの計画，見直し，振り返りや

各調査結果をもとにして授業展開の見

直しを図っていく。

・全職員で神埼プランの徹底を図る。
B

・校内研究で取り組んでいる道徳での「対話を

重視した授業づくり」の「対話の場面」を各教

科の授業の中に意図的に設定することを意識

し全職員授業を行うことができている。また，

全国調査から見えてきた課題に全職員で共

有し，改善に取り組んでいく。

・ ・

○（学校独自重点取組・任意） ○（学校独自成果指標・任意） ・ ・ ・ ・

●児童生徒が、自他の生命を尊重する

心、他者への思いやりや社会性、倫理

観や正義感、感動する心など、豊かな心

を身に付ける教育活動

○道徳性アセスメント「HUMAN」の「生命

の尊さ」，「相互理解・寛容」の一般的に

望ましい道徳的心情を全国平均以上に

する。

・「対話」を重視した道徳の授業を展開

し，自他の良さに気づき認め合える授業

を行う。

・全職員で参観する道徳の研究授業，授

業研究会を行う。

B

・「自他の良さに気づき認め合える生徒の育

成」を研究主題として，「対話」を重視した道徳

科の授業づくりに全職員で取り組むことがで

きている。また，年３回の研究授業，授業研究

会を実施し，東部教育事務所から講師招聘

し，指導助言をいただいている。

・ ・

●いじめの早期発見、早期対応体制の

充実

○学校が楽しいと感じている生徒８０％

以上

○Q-Uの侵害行為認知群を８％以下に

する。また，非承認群を２０％以下にす

る。

・生活実態アンケート（月１回）や教育相

談を実施し，状況把握に努める。

・全職員による情報交換を定期的に行

い，全職員による共通理解のもと指導を

行う。

・Q-U等の結果を参考にしながら学級経

営に取り組む。

B

・生活実態アンケートや教育相談を実施する

ことができた。教育相談を充実したものにする

ために事前アンケートを行った。また，全職員

による情報交換の場を定期的に設定すること

で共通理解のもと生徒指導にあたることがで

きている。

・ ・

○（学校独自重点取組・任意） ○ ・ ・ ・ ・

❷「望ましい生活習慣の形成」 ○健康や体力の向上に力を入れている

生徒が９０％以上

○毎日朝食を食べて登校する生徒が

１００％を目指す。

・学習や生活に関するアンケートを実施

し実態把握に努める。また，それを基に

した指導を行う。

・保健の授業で心と体について理解を図

るとともに，保健だよりで基本的生活習

慣の確立が大事であることを生徒，保護

者に啓発していく。

B

・生徒の１日の生活の様子を把握するため

に，保護者を通して睡眠時間，テレビやパソコ

ン等のメディアの使用時間，朝食，歯磨きにつ

いてアンケートを行った。また，健康に関する

意識調査を生徒に対して実施した。運動や食

事をしっかりとることの大切さについて高い意

識をもって生活することができている。

・ ・

○（学校独自重点取組・任意） ○（学校独自成果指標・任意） ・ ・ ・ ・

●業務効率化の推進と時間外勤務時間

の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校

等時間の上限を遵守する。

・会議資料の事前配布を行い，会議時

間短縮に努める。

・見通しをもった活動を促すため月行

事，週案の提示を適切に行っていく。

B

・月行事，週案ともに翌月，次週の案にとどま

らず，２週間，２ヶ月先の案を提示していくこと

で見通しをもって活動できるような環境づくり

に努めた。

・ ・

○（学校独自重点取組・任意） ○（学校独自成果指標・任意） ・ ・ ・ ・

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容

成果指標

（数値目標）

進捗度

（評価）

進捗状況と見通し

達成度

（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○授業力の向上

○全教科でタブレットを活用した授業の

実施

○全職員がタブレットを活用した授業に

取り組む。

・タブレットを活用した授業づくりのため

の校内研修の実施や事例の紹介を行

う。

・職員間で情報交換を行い，職員の意識

を高める。

C

・TeamsやFormsの使い方や活用方法につい

ての校内研修を行った。また，その中で他校

等での実践事例の紹介も行った。レポート作

成やアンケート集約で活用した。一部の教科

での活用にとどまっているので全教科での活

用を推進したい。

・ ・

○進路指導の充実

◎夢や目標をもち，主体的に学び生き

生きと活動する生徒の育成

○夢や目標の実現に向けて努力してい

る生徒９０％以上

・学活や総合的な学習の時間を通して，

高校や職業についての調べ学習，講話

を開催するなど，進路学習の充実に努

める。

B

・県立高校や県内外の私立高校，自衛隊の方

より来ていただいての説明会を実施した。各

校の説明を聞くことで自分の進路について考

えることができた。今後は１年生での職業調

べ，２年生での高校調べを行っていく。

・ ・

○生徒会活動の活性化

○規範意識の向上 ○「ルールを守ろう」と意識し，学校生活

を送ることができる生徒８０％以上

・生徒会が自律的に活動できる環境づく

りと生徒集会等で積極的な情報発信に

取り組む。

・「出番・役割・承認」の場面を設定する

など，開発的生徒指導に取り組む。

B

・生徒会生活安全部を中心としてノーチャイム

デーや授業開始５分前に着席，自習に取り組

む「Leｔ's５分前チャレンジ」などを実施すること

で時間を意識しての行動が高められた。「出

番・役割・承認」の場面を設定し，開発的生徒

指導に取り組む。

・ ・

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５ 総合評価・
  次年度への展望

・

・

・

達成度（評価）

 Ａ：十分達成できている

 Ｂ：おおむね達成できている

 Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

主な担当者
重点取組

具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１ 前年度
  評価結果の概要

・形成的学校評価を行い，改善点をスピーディーに焦点化して一体となって取り組んだ結果が出た。
・「生きる力を身につけ，自ら未来を拓く生徒の育成」には今後も継続して取り組んでいく必要がある。
・学力向上の目標については，職員の意識を統一して取り組んでいく必要がある。

２ 学校教育目標 「純美にしてファイトに富む学校」
～生きる力を身につけ，自ら未来を拓く生徒の育成～

３ 本年度の重点目標
①「対話の場面」を授業に取り入れた授業づくりによる学力向上
②「自他の良さに気づき認め合える生徒の育成」に向けた道徳教育の充実
③活力ある学校づくりのための生徒会活動の活性化

学校名
神埼市立神埼中学校

４ 重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組

具体的取組

●業務改善・教職員の働き

方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者

中間評価 最終評価 学校関係者評価


